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地域コミュニティの活動拠点に！
越前コミュニティセンターの
改修が始まりました

　越前コミュニティセンターの空きスペースを活用し、住民窓口サービスや生涯学習機能に加え、
各種団体が活動場所として利用できる活動支援室などを備えた施設に整備し、また、生涯学習セン
ター越前分館にある町立図書館越前分館を3階に移転し拡充する計画です。
　現在、1階と地下の改修工事が進められ、今後、2階と3階の改修を計画しています。
　改修後は、町民の皆さんの交流と憩いの場となり、地域の賑わいを創出することが期待されてい
ます。

シ
リ
ー
ズ

行
政
改
革
⑧

越前コミュニティセンターの配置図

　料理教室、給食サービ
ス、栄養指導、イベント
関連の炊事場として利用
できます。

　住民いこいのコーナー、
観光展示、作品展示がで
きる住民ギャラリーなど、
町民の皆さんが気軽に訪
れることのできる場所と
して整備します。

越前コミュニティ
センター改修工事に

ご協力ください

　改修工事の期間中、住民
サービス室は通常どおり業
務を行いますので、これま
でどおりご利用ください。
　庁舎北側駐車場は、資材
置き場として使用しますの
で、駐車はご遠慮ください。
何かとご不便をおかけしま
すが、ご理解とご協力をお
願いします。

　図書館の児童図書・新刊
本をふれあいホール内に置
きます。1階でも気軽に図
書の貸し出し・返却ができ
るようになります。

 調理実習室

　小さなステージを備え、音楽サークルの練習や
小規模な発表会などに利用できます。

 多目的ホール

 ふれあいホール

１階へ

２階・３階へ

地下へ

地下ロビー

スロープ

EV 地下ピット

観光展示

住民ギャラリー

花壇

調理資材室

児童図書・新刊本

住民いこいの
コーナー

地下

1階

♪

♬ ♩

♫

調理実習室

多目的ホール

ふれあいホール

住民サービス室
（改修後はここに
 移動します）



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

「地域コミュニティ」の取り組みが始まりました
～地域の賑わいは、みんなの手で～
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第 65 回

Vol. 65

国際交流室
☎34－8713

☆絵手紙・川柳作品の募集☆
～えちぜん男女共同参画のつどい会場で展示～

☆モンテバロ市から派遣団が帰ってきました☆
　7月21日から30日までの日程で、越前町の姉妹都市、米国アラバマ州モンテバロ市を訪れていた町内
の中学生ら11人の帰国報告会が、8月3日に行われました。関町長の前でそれぞれ感想を述べた一行の
姿は、渡米前よりも一回り大きく成長したように見えました。

問合せ先

　つどい実行委員会では、男女共同参画にちなんだ作品を募集しています。
　普段の家庭の様子や家族の協力風景、また、地域での参画の在り方など、日頃の皆さんの“思い”や“つぶ
やき”を形にしてみませんか？
　今年のつどい会場を彩るのはあなたの作品です！ご応募をお待ちしています。

●募 集 内 容：男女共同参画にちなんだ絵手紙および川柳作品
	 （作品の裏面に、氏名、住所、電話番号を明記してください）
	 （返却を希望される人は、お申し出ください）

●し め き り：10月4日（月）

●提　出　先：役場男女共同参画室、
	 各地区コミュニティセンター

●展示日＆会場：えちぜん男女共同参画のつどい
	 10月23日（土）午後１時から
	 朝日多目的ホールにて
	 ※応募作品はすべて展示します。

＜昨年の展示例＞

男女共同参画室　☎34－8715問合せ先

シ
リ
ー
ズ

行
政
改
革
⑧

〈
委
員
〉

◎
原　
　
　

正　

美　
（
樫　
　

津
）

　

青　

山　

直　

樹　
（
宇
須
尾
）

　

大　

西　

佳　

子　
（
江　
　

波
）

　

大　

屋　

宇
一
郎　
（
小
曽
原
）

　

片　

山　

輝　

司　
（
江　
　

波
）

　

木　

下　

清　

子　
（
江　
　

波
）

　

向　

當　
　
　

淳　
（
江　
　

波
）

　

佐
々
木　

正　

信　
（
江　
　

波
）

　

髙　

原　

勝　

美　
（
八　
　

田
）

　

田　

中　

美　

穂　
（
小
曽
原
）

　

藤　

井　

佑　

未　
（
樫　
　

津
）

　

増　

田　

と
も
江　
（
八
田
新
保
）

　

水　

野　

方　

勇　
（
熊　
　

谷
）

　

水　

野　

智　

子　
（
小
曽
原
）

　

森　
　
　

悠　

太　
（
小
曽
原
）

　

山　

内　

み
な
み　
（
小
曽
原
）

　

山　

田　

辰　

男　
（
円　
　

満
）

　

山　

本　

英　

次　
（
樫　
　

津
）

（
◎
は
委
員
長
）

織
田
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
長

山 

田  

唯 

夫 

　

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
と
歴
史
・

文
化
が
育
む
織
田
地
区
の
な
か
で
、

地
域
と
行
政
が
と
も
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
お
互
い
助
け
合
い
の
精

神
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
暮
ら
す
人
み
ん
な
が
健
康
で

楽
し
く
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
長

橋 

本  

直 

視 

　

４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
事
、
最
初

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
何
？
活
動

は
？
組
織
は
？
と
疑
問
ば
か
り
で

し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
よ
り
も
、

一
番
身
近
な
課
題
か
ら
取
り
組
め

ば
よ
い
の
で
は
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
と
お
し
て
地
域
の
活

性
化
が
図
れ
る
よ
う
な
組
織
づ
く

り
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

〈
委
員
〉

◎
伊　

藤　

喜
代
數　
（
桜　

谷
）

　

姉　

崎　

裕
美
子　
（
上　

戸
）

　

宇　

野　

直　

美　
（　

中　

）

　

笠　

原　

慎　

三　
（
西
ヶ
丘
）

　

河　

原　

和　

代　
（　

辻　

）

　

河　

原　

紀　

夫　
（　

辻　

）

　

耒　

馬　

敏　

明　
（
平　

等
）

　

駒　

野　

傳
一
郎　
（
鎌　

坂
）

　

佐
々
木　

隆　

興　
（　

辻　

）

　

杉　

森　

保　

子　
（
上　

戸
）

　

中　

村　

和　

明　
（
高　

橋
）

　

林　
　
　

角　

栄　
（
馬　

場
）

　

林　
　
　

修　

造　
（
上
山
中
）

　

堀　
　
　

弘　

忠　
（
上
山
中
）

　

牧　

野　

裕　

美　
（
上　

戸
）

　

松　

葉　

一　

子　
（
平　

等
）

　

森　

川　

幸　

夫　
（
赤
井
谷
）

（
◎
は
委
員
長
）

  

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
構
築

第
１
回
：
７
月
26
日　

第
２
回
：
８
月
30
日

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館

第
１
回
：
７
月
14
日　

第
２
回
：
８
月
19
日

宮
崎
保
健
セ
ン
タ
ー

織
田
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

設
立
準
備
委
員
会

宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

設
立
準
備
委
員
会

  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
立
準
備
委
員
会

　

朝
日
・
宮
崎
・
越
前
・
織
田
の
４
地
区
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、

住
み
よ
く
賑
わ
い
の
あ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
こ

と
を
考
え
、
課
題
や
要
望
な
ど
の
意
見
を
ま
と
め
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
、活
動
の
場
と
し
て
、

各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
宮
崎
地
区
と
織
田
地
区
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
立
に
向
け
て
、組
織
、

活
動
、
規
約
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

設
立
準
備
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
の
設
立
準
備
委
員
会
で
は
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
の
内
容
や
設
立
準
備
委
員
会
の
目
的
と
役
割
が
説

明
さ
れ
、関
町
長
を
交
え
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
地
区
の
現
状
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

課
題
と
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
の
こ
も
っ
た
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
設
立
準
備
委
員
会
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
立
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。
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糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
制
覇
！！

　

８
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
、町
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
第
32
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内

か
ら
は
、朝
日
・
常
磐
・
糸
生
・
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
各

ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
男
女
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
男
子
、女
子
あ
わ
せ
て
49
チ
ー
ム
・
５
９
０
人
を
こ
え

る
選
手
が
参
加
し
、男
子
の
部
で
は
、町
内
の
３
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。準
決
勝
で
は
朝
日
と
糸
生
が
対
戦
し
、

猛
暑
を
上
回
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
０
対
１
で
糸
生
が
決
勝
進
出
を

決
め
ま
し
た
。
決
勝
で
は
滋
賀
県
の
春
照
に
４
対
０
で
勝
利
し
見

事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

女
子
の
部
で
は
、常
磐
・
朝
日
の
2
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
出
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

　

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ（
女
子
）は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
で
３
位
と
な
り
、フ
レ
ン

ド
リ
ー
マ
ッ
チ
で
決
勝
戦
に
進
出
し
富
山
県
の
大
谷
を
１
対
０
で

下
し
優
勝
し
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、前
半
に
先
制
し
最
後
ま
で
攻
め

の
プ
レ
ー
で
選
手
一
丸
と
な
り
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

【
成
績
】※
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
み

◎
男
子
の
部

［
１
回
戦
］	

朝
日
１
―
０
島
松
（
北
海
道
）

	

常
磐
１
―
０
彦
根
Ｗ
ｉ
ｌ
ｄｰ

Ｋ
ｉ
ｄ
’Ｓ
（
滋
賀
）

	

糸
生
４
―
０
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
（
山
口
）

［
２
回
戦
］	

朝
日
４
―
０
常
磐
、
糸
生
４
―
０
落
合
東
（
栃
木
）

［
準
決
勝
］	

朝
日
０
―
１
糸
生

［
決　

勝
］	

糸
生
４
―
０
春
照
（
滋
賀
）

◎
女
子
の
部

［
１
回
戦
］	

朝
日
２
―
１
羽
後
（
秋
田
）

	

常
磐
０
―
１
今
市
（
栃
木
）

［
２
回
戦
］	

朝
日
０
―
１
久
保
（
岩
手
）

　

８
月
７
日
と
８
日
の
2
日
間
福
井
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ク
ラ
ブ

選
抜
・
三
菱
化
学
・
法
政
大
学
そ
し
て
地
元
か
ら
は
福
井
ク
ラ
ブ
の
計
４
チ
ー
ム
で
国

際
交
流
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
国
際
交
流
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
に
併
せ
て
福

井
県
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
ホ
ッ

ケ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
い
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

【
成
績
】

１
位　

三
菱
化
学　

２
位　

法
政
大
学　

３
位　

福
井
ク
ラ
ブ　

４
位　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ク
ラ
ブ
選
抜

　

８
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
、
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
た
第
40
回

全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
に
越
前
町
か
ら
朝
日
中
学

校
の
男
女
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。男
子
が
準
優
勝
に
輝
き
、

女
子
が
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
23
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
と
も
に
町
長
に

入
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

【
成
績
】※
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
み

◎
男
子
の
部

［
１
回
戦
］	

朝
日
５
―
１
仁
多
（
島
根
）

［
２
回
戦
］	

朝
日
４
―
１
稲
羽
（
岐
阜
）

［
準
決
勝
］	

朝
日
３
―
１
今
市(

栃
木)

［
決　

勝
］	

朝
日
２
―
５
彦
根
南(

滋
賀)

◎
女
子
の
部

［
１
回
戦
］	

朝
日
２
―
０
羽
衣
学
園
（
大
阪
）

［
２
回
戦
］	

朝
日
６
―
１
瑞
穂
（
京
都
）

［
準
決
勝
］	

朝
日
２
―
３
川
口(

岩
手)

▲ナンバーワン ! !

▲オーストラリアクラブ選手によるホッケークリニック

▲一球入魂 ! !

　

８
月
３
日
付
で
、髙
橋
千
鶴
子（
天
王
）、司
辻
光
男
さ
ん

（
小
曽
原
）が
、越
前
町
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、昭
和
62
年
福
井
県
総
合
美
術
展
に
お
い
て

初
入
選
以
来
、数
々
の
入
選
・
入
賞
を
果
た
し
、平
成
７
年
に

は
無
鑑
査
と
な
り
、平
成
13
年
か
ら
は
工
芸
部
審
査
員
と
な

ら
れ
ま
し
た
。
平
成
３
年
に
は「
彩
の
会
」を
結
成
、主
宰
し
、

草
木
染
め
の
紬
織
な
ど
に
よ
る
芸
術
作
品
を
通
じ
文
化
の
振

興
、発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、司
辻
さ
ん
は
、昭
和
52
年
の
日
展
に
お
い
て
初
入
選

以
来
、数
々
の
入
選
を
果
た
し
、平
成
７
年
、12
年
の
日
展
で

は
特
選
に
入
賞
す
る
な
ど
、卓
越
し
た
作
品
を
発
表
し
、平
成

18
年
に
は
日
展
会
員
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
か
ら

は
、越
前
町
文
化
財

保
護
委
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
、本
町
の

文
化
の
振
興
及
び

越
前
焼
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

越
前
町
文
化
功
労
賞
受
賞

髙
橋
千
鶴
子
氏
、
司
辻
光
男
氏

　

７
月
31
日
・
８
月
１
日
に
、役
場
前
広
場
で「
第
35
回
あ
さ

ひ
ま
つ
り
」が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、福
井
県
出
身
歌
手
４
組
に
よ
る〝
あ
さ
ひ
夏
の
歌

ま
つ
り
２
０
１
０
！
〟で
は
、元
気
で
迫
力
の
あ
る
歌
声
と
歌

唱
力
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、あ
ん
ど
ん
山
車
の
豪
快
な
回
転
と
花
火
の
光
と
音

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、町
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
、オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ
野
外
ス
テ
ー
ジ
で「
Ｏ
・

Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
２
０
１
０
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

21
回
目
の
今
年
は
、町
内
か
ら
集
ま
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
を
使
っ
た
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
や
、高
校
生
の
和
太

鼓
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
新

し
い
企
画
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響

宴
で
は
、「
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
」、

「
高
津
神
楽
社
中
」、「
打
打

打
団
天
鼓
」や
地
元
の
Ｏ
・

Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
座「
明
神
」

な
ど
が
迫
力
の
ス
テ
ー
ジ

を
繰
り
広
げ
、会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

第
35
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り

Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
２
０
１
０

２
０
１
０ 

国
際
交
流
ホ
ッ
ケ
ー
大
会（FH

E C
U

P

）in EC
H

IZEN

第
32
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会

第
40
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
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町
文
協
主
催
に
よ
る
小
中
学
生
競
書
大
会
が
、
７
月
24
日

陽
光
館
・
体
育
館
に
て
児
童
数
２
５
０
人
が
席
上
揮
ご
う
に

挑
み
ま
し
た
。

　

広
い
会
場
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で
各
学
年
の
課
題
に
挑

戦
、
何
度
も
書
き
直
し
な
が
ら
、
納
得
が
い
く
作
品
を
仕
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
熱
気
が
つ
た
わ
り
、
夏

真
っ
盛
り
の
中
、
額
に
汗
し
て
の
熱
心
な
取
組
で
し
た
。

　

審
査
で
は
、
特
別
賞
20
点
、
特
選
40
点
、
佳
作
70
点
、
努

力
賞
40
点
が
選
ば
れ
８
月
21
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
賞
に
選
ば
れ
た
人
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

町
長
賞

　

島
田
優
弥
（
織
田
小
２
年
）、
佐
々
木
逸
実
（
織
田
小
３
年
）

　

小
山
紗
穂
（
宮
崎
小
４
年
）、
桑
原
ひ
な
た
（
糸
生
小
５
年
）

町
議
会
議
長
賞

　

水
田
優
希
（
朝
日
小
１
年
）、
高
矢
清
香
（
城
崎
小
３
年
）

　

眞
木
沙
也
香
（
萩
野
小
６
年
）、
横
田
知
香
（
朝
日
中
１
年
）

町
教
育
長
賞

　

伊
部
あ
さ
か
（
朝
日
小
１
年
）、
島
田
侑
季
（
城
崎
小
２
年
）

　

宮
﨑
亜
実
（
萩
野
小
５
年
）、
血
原
愛
瑛
（
常
磐
小
６
年
）

町
文
協
会
長
賞

　

阪
下
晴
菜
（
朝
日
小
１
年
）、
倉
内
心
愛
（
朝
日
小
２
年
）

　

山
田
梨
緒
奈
（
城
崎
小
３
年
）、大
久
保
美
伽
（
織
田
中
１
年
）

福
井
新
聞
社
賞

　

小
林
咲
姫
（
四
ヶ
浦
小
１
年
）、
笠
原
万
智
（
朝
日
小
４
年
）

　

奥
田
深
優
（
織
田
小
４
年
）、
髙
松
咲
月
（
朝
日
中
３
年
）

　

７
月
末
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
朝
日
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
で
子
ど

も
水
泳
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
教
室
は
、
年
齢
や
自
分
の

泳
げ
る
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、

最
初
は
恐
る
恐
る
プ
ー
ル
に
入
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

指
導
員
に
教
わ
り
な
が
ら
次
第
に
水
に
慣
れ
、
最
後
に
は
生

き
生
き
と
プ
ー
ル
を
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
25
日
と
８
月
１
日
の
2
日
間
、
天
王
川
で

カ
ヌ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
夏
真
っ
盛
り
の

日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
川
の
流
れ
に
負

け
じ
と
オ
ー
ル
を
漕
ぎ
、
時
に
は
周
り
の
木
々
を
見
て
自
然

を
満
喫
す
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
に
は
、
壁
石
浜
海
水
浴
場
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
教
室
が
開
か
れ
、
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
冷
た
い
水
温

に
も
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
上
手

に
使
い
な
が
ら
、
水
中
の
魚
や
生
き
物
な
ど
を
観
察
し
、
休

憩
の
時
間
を
惜
し
ん
で
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
第

59
回
福
井
県
消
防
操

法
大
会
に
越
前
消
防

団
宮
崎
地
区
第
４

分
団（
陶
の
谷
地
区
）

が
出
場
し
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
で

出
場
６
チ
ー
ム
中
、

第
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

第
５
回 

越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会
「
席
上
揮
ご
う
会
」
開
催

水
に
ふ
れ
合
い
、
夏
を
満
喫
！

地
元
消
防
団
が
入
賞
！

　7月15日、織田小学校3年生、萩野小学校
３・４年生が、織田ファミリー農園へスイー
トコーンの収穫に行きました。まず菅原さ
んが丁寧な説明をした後、児童たちは自分た
ちの背丈より高いスイートコーン畑に入り、
次の日の給食の食材用に収穫をしました。
収穫後、蒸したスイートコーンを試食した児
童からは、「こんなに甘いとうもろこしは初
めて！！」と喜びの声が上がっていました。

　また、23日には朝日っ子塾の児童9人
が同農園を訪れ、収穫体験を行いました。
この日はジャガイモ・ブルーベリー・きゅ
うりを収穫し、その場で試食しました。参
加した児童は「ブルーベリーが嫌いだった
のに、今日食べたら好きになった」「採れた
ては新鮮ですごくおいしいし、心がこもっ
ていた」などの感想があがりました。児童
たちは自分たちで収穫して食べることに
喜びを感じることが出来た１日になった
ようです。

　

７
月
21
日
、左
右
、玉
川
、厨
、米
ノ
で
越
前
地
区
栽
培
漁

業
推
進
協
議
会（
会
長
：
齊
藤
洋
一
）が
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
約

２
０
、０
０
０
尾
を
海
に
放
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
は「
つ
く
り

育
て
る
漁
業
」を
推
進
す
る
嶺
北
地
域
栽
培
漁
業
推
進
協
議

会
が
、小
浜
市
に
あ
る
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
冬
に
ふ
化

し
た
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
、６
月
か
ら
福
井
市
蒲
生
町
の
中
間

育
成
施
設
で
10
セ
ン
チ
前
後
ま
で
育
て
て
か
ら
、坂
井
市
、福

井
市
、越
前
町
、南
越
前
町
の
４
市
町
の
海
岸
に
放
流
す
る
事

業
で
26
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

越
前
地
区
の
協
議
会
で
は
、漁
協
職
員
ら
10
人
が
参
加
し
、

水
槽
か
ら
網
で
す
く
っ
た
ヒ
ラ
メ
を
活
魚
車
に
運
び
、４
つ

の
漁
港
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、６
月
か
ら
研
修
で
来
日
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
漁
業
研
修
生
５
人
も
中
間
育
成
施
設
や
放
流
現
場
を
見
学

し
、興
味
深
そ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
放
流

▲放流現場を見学する研修生（玉川漁港）

▲7月23日　朝日っ子塾

▲7月15日　織田・萩野小

　

７
月
下
旬
、朝
日
、宮
崎
、越
前
、織
田
の
4
地
区
で
交
通
安

全
茶
屋
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
交
通
安
全
協
会
が

中
心
と
な
り
、交
通
指
導
員
、婦
人
会
、地
元
学
生
な
ど
が
参

加
し
、付
近
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配

布
す
る
と
と
も
に
、安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
交
通
事
故
に
は
十
分
に
注
意
し
、安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て

～
交
通
安
全
茶
屋
の
実
施
～
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子育て応援 〜 1歳児の育ち〜

　１歳児の大きな成長といえば｢歩行｣です。
歩くことによって視野が広がり、子どもの好奇心や興味をくすぐります。そして歩くことは全ての
体力作りの基本となります｡ 歩く事が大好きな子どもに育てましょう。

～散歩のススメ～
●歩く機会が大人も子どもも少なくなりがちな日常ですが、散歩を通して子どもたちの歩きたい欲
求を満たし、いろいろな自然物に触れてみたり、歌を口ずさんだり、見たままの事を子どもに伝え
る事で、言葉や物の名前を知り、親子のコミュニケーションがとれます｡

●いろいろな道（坂道・ジャリ道・草原など）の上をたくさん歩くことで足の裏が刺激されます｡ 脳
の刺激にもなります｡

紫外線防止のために
帽子をかぶろうね。

頭がまだまだ重く、
歩行も不安定な子どもたち。
しっかりと手を握ってあげてね。

靴は通気性、吸湿性の
よい素材を選びましょう。

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
で
は
、子
育
て
家
庭
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る「
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
活
動
内
容
】

　

地
域
の
中
で
、子
育
て
中
の
保
護
者
の
相
談
相
手
と
な
っ

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

	

（
事
例
：
児
童
館
な
ど
の
保
護
者
が
集
ま
る
場
で
の
悩
み
相

　

談
対
応
や
、母
子
健
診
時
の
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
）

【
登
録
要
件
】

①
保
育
、医
療
、看
護
、保
健
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
資
格
を

有
す
る
人（
保
育
士
、栄
養
士
、医
師
、看
護
師
、保
健
師
、

助
産
師
、社
会
福
祉
士
、教
諭　

な
ど
）

②
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人

　
（
活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
有
償
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

【
登
録
方
法
、募
集
期
間
】

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は
子
育
て
支
援
課
ま
で
。
な
お
募

集
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
人
で
、子
ど
も
手
当
の
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
人
は
、至
急
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
22
年
９
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、４
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
受
給
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

子
ど
も
手
当
の
申
請
猶
予
期
間
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。

申
請
猶
予
期
間
は
、９
月
30
日（
木
）ま
で
で
す
。

平
成
22
年
度　
敬
老
会
の
お
知
ら
せ

9月10日～16日は自殺予防週間です

　

敬
老
会
は
、４
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

		

招
待
者
は
満
77
歳
以
上（
昭
和
８
年
12
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）の
皆
さ
ん
で
す
。

　近年自殺による死亡が全国的に増加し、自らの命を絶っている人が平成10年以降毎年3万人を超えて
います。町においても同様で、自殺率は県内上位となっています。
　しかし、ここ数年「自殺は防ぐことができる」との認識のもと、全国的に自殺防止の取組みが広がってき
ています。その予防には周囲の人の気づきが不可欠です。自殺によりつらい思いをされる人がなくなる
よう、皆さんもこの機会に関心をお寄せください。

開催日 地区名 時　間 場　　所

９月２０日（月）
（敬老の日）

朝日 10:15～ 朝日多目的ホール (生涯学習センター横）

宮崎 11:00～ 越前陶芸村文化交流会館

織田 11:45～ 織田農村環境改善センター　「サンライズ織田」

越前 13:30～ アクティブランド体育館

問合せ先
高齢福祉課………………☎34 ｰ 8711
宮崎住民サービス室……☎32 ｰ 7711
越前住民サービス室……☎37 ｰ 7711
織田住民サービス室……☎36 ｰ 2270

福井県精神保健福祉センター ☎0776 ｰ 26 ｰ 4400 ※電話相談・来所相談（予約制）月～金
　9時から17時まで

丹南健康福祉センター ☎51 ｰ 0034 ※こころの相談（精神科医師・予約制）
　（広報	カレンダー記事に日程あり）

保健衛生課 ☎34 ｰ 8710 ※精神相談員によるこころの健康相談
　（広報	カレンダー記事に日程あり）

■自殺予防のための行動

　　　～ 3つのポ
イント～

（自殺総合対策大綱
より）

相 談 窓 口

■問合せ先　保健衛生課　☎34 ｰ 8710

早めに専門家に
相談するよう促す

温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る

つなぎ

見守り●心の病気の兆候があれば、本人の置かれて
いる状況や気持ちを理解してくれる家族、
友人、上司といったキーパーソンと連携し
て、専門家への相談につなげましょう。

●自然に応対するとともに、身体や心の健康状
態について配慮し、優しく見守りましょう。
●必要に応じ、家族と連携をとり、主治医に情
報を提供しましょう。

周りの人の悩みに気づき、
耳を傾ける

気づき

●家族や仲間の変化に敏感になりましょう。
　じっくりと話を聞く場を持ち、相手の
	 気持ちを尊重し、共感しましょう。
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国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

 自動交付機の稼動停止について

保
護
観
察
の
新
し
い
風　
～
社
会
参
加
活
動
～

　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
証
は
、有
効
期
限
が
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
は
9
月
下
旬
に
各
世
帯
へ
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、住
所
・
氏
名
な
ど
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。も
し
、

お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
役
場
住
民
課（
３
４ｰ

８
７
０
８
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、今
回
か
ら
保
険
証
の
裏
面
に
、臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
病
気
や
事
故
に
よ
っ
て
臓
器
が
機
能
し
な
く
な
り
、移
植
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
治
ら

な
い
人
に
、脳
死
後
や
心
臓
死
後
に
自
分
の
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
と
い
う
人
の
意
思
を
表

す
も
の
で
す
。
臓
器
を
提
供
す
る
か
し
な
い
か
は
自
分
の
意
思
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、臓
器
提
供
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、家
族
と
十
分
話
し
合
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
意

思
表
示
欄
の
記
入
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、記
入
し
た
後
で
も
い
つ
で
も
書
き
直
し

が
で
き
ま
す
。）

　たんなんカード利用の自動交付機がシステム改修作業のため、下記の期間、自動交付機を終日停止いたし
ます。期間中は証明書の交付はできませんのでご了承ください。

　【停止日】 10月から12月のすべての土曜日・日曜日　（※丹南地域すべての設置場所で終日停止いたします。）

　長期間にわたりご不便をおかけいたしますが、町民の皆さんのご理解をお願いいたします。
　問合せ先　住民課　☎３４ｰ８７０８

×…自動交付機稼動停止日および休止日
（休止日：祝日、振替休日、年末）

《ご利用時間》
　平日：午前９時から午後７時まで

●大きさはキャッシュカードと同じ大きさです。
●表面は紙製、裏面がフィルム加工してあります。
※紛失した場合は、必ず住民課まで届け出てください。

■問合せ先　住民課　☎34 ｰ 8708

○表面

○裏面

保護司の活動 私たちにはなじみの薄い「保護司」の活動について
保護司さんから連載で教えていただきます。3

　

日
に
焼
け
た
腕
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、目
の
不
自
由
な
小
学
生
は
頭
上
の
枝

に
そ
っ
と
手
を
伸
ば
し
、ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
梅
を
、手
触
り
を
確
か
め
る
よ

う
に
し
て
大
切
に
も
ぎ
と
り
ま
し
た
。
あ
ど
け
な
い
彼
女
の
笑
顔
に
つ
ら
れ

る
よ
う
に
、日
に
焼
け
た
彼
の
顔
に
も
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
保
護

観
察
処
分
を
受
け
た
少
年
で
、保
護
観
察
所
が
実
施
し
て
い
る
盲
学
校
の
生
徒

と
の
梅
の
摘
果
作
業
に
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

　

保
護
観
察
の
現
場
で
は
、少
年
た
ち
に
対
し
て
多
様
に
働
き
掛
け
る
た
め

「
社
会
参
加
活
動
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
参
加
活
動
と
は
、「
保
護
観
察

を
受
け
て
い
る
人
の
社
会
参
加
を
促
す
効
果
を
持
つ
活
動
」を
広
く
指
す
も
の

で
、具
体
的
に
は
、公
園
の
清
掃
、老
人
ホ
ー
ム
で
の
介
護
活
動
、知
的
障
害
者

施
設
で
の
交
流
活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、参
加

者
が
様
々
な
人
々
と
触
れ
合
い
、自
身
が
社
会
的
に
有
意
義
な
存
在
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、社
会
参
加
活
動
に
参
加
し
た
人
の
感
想
文（
原
文
の
ま
ま
）を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

〈
公
園
清
掃
作
業
に
参
加
し
て
〉

　

公
園
を
掃
除
し
て
い
る
と
、地
域
の
ひ
と
が
話
し
か
け
た
り
し
て
く
れ
、話

が
は
ず
ん
だ
。
早
く
時
間
が
た
っ
て
、い
き
な
り
雨
が
降
っ
て
中
止
に
な
っ
た

け
ど
、機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
お
手
伝
い
し
た
い
で
す
。

〈
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
奉
仕
活
動
に
参
加
し
て
〉

　

自
分
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
な
ど
を
さ
わ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

き
ち
ょ
う
な
体
験
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
じ
と
か
し
て
い
る
と
、み
ん
な

礼
を
言
っ
て
来
て
く
れ
、す
ご
く
気
持
ち
よ
く
そ
う
じ
が
で
き
た
。
そ
れ
と
、

こ
こ
で
は
た
ら
い
て
い
る
人
と
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、友
だ
ち
み
た
い
に

せ
っ
し
て
い
て
、す
ご
く
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
が
改
善
更
生
し
て
い
く
過
程
で
、「
社
会
的
有

用
感
」は
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。
彼
ら
の
立
ち
直
り
を
目
指
し
て
、保
護
観

察
の
中
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平成22年10月1日　国勢調査を実施します !
９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●平成22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日本の

未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。

●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私たちの暮

らしのために役立てられます。

●記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡していただくか、越前町役場内の越

前町国勢調査実施本部へ郵送で提出してください。

●国勢調査は、統計法によって、調査票に記入して提出することの報告義務が定められています。

問合せ先
　総務課または国勢調査コールセンター
　総務課　　　　　　　　　☎34 ｰ 8700
　国勢調査コールセンター　☎0570 ｰ 01 ｰ 2010
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バスの日 特別企画

9月13日から17日までの5日間は
が無料で

乗車できます！
コミュニティバス

　９月２０日の「バスの日」にちなみ、９月１３日（月）～１７日（金）
までの５日間は、コミュニティバスを無料で運行します。この機会
に一度コミュニティバスに乗ってみてはいかがでしょうか。　

バスの日とは・・・
明治３６年９月２０日、京都市の二井商会が日本で初めてバスの運行を
開始したのが由来です。

越前町
ふるさと
大使

越前町
ふるさと大使
協賛店

越前町

①寄付
②カード交付
　協賛店PR ④サービス

協賛店の申込

協賛店の登録

③来店

イメージ

ふ
る
さ
と
大
使
協
賛
店
募
集
の
お
知
ら
せ

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
を
さ
れ
た
人（
越
前
町
外
在
住
に
限
る
）を「
越
前
町
ふ
る
さ

と
大
使
」と
し
て
登
録
し
、「
越
前
町
ふ
る
さ
と
大
使
カ
ー
ド
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ふ
る
さ
と
大
使
協
賛
店
」と
は
、越
前
町
ふ
る
さ
と
大
使
に
対
し
て
特
典（
サ
ー
ビ
ス
）を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
大
使
カ
ー
ド
の
交
付
や
ふ
る
さ
と
大
使
協
賛
店
の
募
集
は
、

①
ふ
る
さ
と
大
使
協
賛
店
を
利
用
で
き
る
こ
と
で
、ふ
る
さ
と
大
使
に
越
前
町
へ
来
て
い
た

　

だ
く
機
会
を
増
や
す
こ
と

②
協
賛
店
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、お
店
の
Ｐ
Ｒ
、販
路
拡
大
な
ど
利

　

用
促
進
を
図
る
こ
と

③
ふ
る
さ
と
大
使
協
賛
店
を
増
や
す
こ
と
で
、ふ
る
さ
と
大
使
カ
ー
ド
の
価
値
を
高
め
る
こ
と

　

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、各
店
舗
の
営
業
形
態
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
が
、基
本

的
に
は
来
店
し
た
と
き
に
効
力
が
生
じ
る
も
の
で
お
願
い
し
ま
す
。
お
店
の
ア
イ
デ
ィ
ア

次
第
で
す
。

　協賛店の登録は、無料です。詳細は、政策調整室
に問合せください。また、町のホームページにも掲
載しています。
問合せ先　政策調整室　☎34－8714
　　　　　メール seisaku@town.echizen.lg.jp

9
月
9
日
は
救
急
の
日

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

正
し
い
応
急
手
当
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
尊
い
命
を
救
い
ま
し
ょ
う

　

救
急
車
の
全
国
平
均
到
着
時
間
は
約
７
分
。
心
停
止
か

ら
１
分
ご
と
に
救
命
率
は
７
～
10
％
下
が
り
ま
す
。
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切
な
応
急
手
当
で
多
く
の
命
が

救
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
救
急
講
習
に
参
加

し
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
22
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
た
か
な
」　
あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉

問
合
せ
先

　

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
署

　
　

丹
生
分
署　
　

☎
３
６ｰ

０
１
１
９

　
　

朝
日
分
遣
所　

☎
３
４ｰ

０
１
１
９

　
　

越
前
分
遣
所　

☎
３
７ｰ

０
１
１
９

http://w
w
w
.fd-sabaenyu

　

越
前
町
役
場
前
に

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
率
ア
ッ
プ
に
向

け
て
懸
垂
幕
を
掲
げ

ま
し
た
。
平
成
23
年

６
月
１
日
か
ら
全

て
の
住
宅
が
義
務
化

に
な
り
ま
す
。
早
め

の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

■ 

7
月
24
日
は
、何
の
日
？

　

２
０
１
１
年
7
月
24
日
に
ア

　

ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

■
地
デ
ジ
相
談
会

■
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
機
器

　

・
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
時
期
と
理
由

　

・
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

　

・
地
デ
ジ
の
特
徴
や
受
信
方
法

　

・
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
活
用
方
法

　

・
地
域
情
報
や
注
意
点

　

・
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
）テ
レ
ビ
の
活
用

　
　
（
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
）

　

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
方
法

■
な
ん
で
も
相
談
く
だ
さ
い

・
ア
ン
テ
ナ
の
こ
と
か
ら
テ
レ
ビ
の
こ
と
ま
で
い
ろ
い

ろ
聞
け
る
よ
！

＊
事
前
に
自
宅
の
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
や
、画
面
左
上
の

〝
ア
ナ
ロ
グ
〟ま
た
は〝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
〟な
ど
の
表
示
を
確
認

い
た
だ
く
と
詳
し
く
ご
説
明
可
能
で
す
。

■
相
談
会
に
参
加
で
き
な
い
人
へ（
戸
別
訪
問　
実
施
中
）

　

都
合
が
つ
か
な
い
人
や
体
が
不
自
由
な
人
で
、自
宅
の
ア

ン
テ
ナ
や
電
波
の
状
態
な
ど
を
、実
際
に
お
宅
に
訪
問
し
、

ご
説
明
し
ま
す
。

	　

福
井
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６ｰ

３
１ｰ

０
１
０
１

早
期
発
見
で
火
災
か
ら
あ
な
た
の
命
、

家
族
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

※8月8日に越前町役場周辺で行われ
た消防訓練の際には町民の皆さんの
ご協力ありがとうございました。

９
月
22
日（
水
）

・
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
越
前
支
所　
11
時
～
16
時

（
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
は
県
内
の
市
町
で
購
入
を

　

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
の
収
益
金

は
、市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま

す
。
県
内
の
市
町
で
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

　

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て	

２
億
５
千
万
円

　
〈
昨
年
よ
り
５
千
万
円
増
額
！
〉

●
発
売
期
間

　

９
月
27
日(

月)

か
ら
10
月
19
日(

火)

ま
で

　

売
り
切
れ
次
第
発
売
終
了
！

●
問
合
せ
先

　
（
財
）福
井
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
７
７
６ｰ

５
７ｰ

１
６
３
３

あ
な
た
に
合
っ
た
職
場
、必
ず
探
し
ま
す
!!

「
ふ
く
い
看
護
職
就
職
相
談
会
」

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と　
き　
10
月
１
日(

金)

か
ら
10
月
７
日(

木)

ま
で

　
　
　
　
（
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で　

　
　
　
　

事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
福
井
県
看
護
協
会　

福
井
市
北
四
ツ
居
町
６
０
１

対　
象　
看
護
職
の
資
格
を
持
つ
人
で
就
業
希
望
の
人

問
合
せ
先　

福
井
県
看
護
協
会
・
福
井
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
６ｰ

５
２ｰ

１
８
５
７
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工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課

平成21年度（繰）町道中畑線道路改良工事 21,735,000 円 ㈱森下組 建 設 課
平成22年度町道小樟大樟線道路災害防除工事 11,350,500 円 ㈱大生 建 設 課
平成21年度（繰）町道福井線排水施設補修工事 2,590,350 円 大門建設㈱ 建 設 課
平成22年度越前コミュニティセンター改修工事（その１） 76,965,000 円 ㈱大生 行政改革推進室
平成22年度越前町公営住宅等長寿命化計画策定業務委託 3,675,000 円 ㈱サンワコン 住宅政策室
平成21年度（繰）朋楽の里茅葺屋根葺き替え工事 7,035,000 円 ㈲藤井林業 商工観光課
平成22年度太鼓展示館解体工事 2,404,500 円 ㈲ニューチップコーポレーション 商工観光課
平成22年度越前南部漁業集落排水処理施設改修事業消波工改良工事 42,262,500 円 ㈱山本工務店 上下水道課
平成22年度朝日地区簡易水道統合整備事業笹川配水管布設工事 12,988,500 円 ㈲林管工 上下水道課
平成22年度朝日地区簡易水道統合整備事業脇谷配水管布設（その１）工事 12,484,500 円 ㈱スズキ設備 上下水道課
平成22年度越前町公共下水道施設調査検討業務委託 8,253,000 円 ㈱東洋設計　福井支店 上下水道課
平成22年度朝日地区簡易水道統合整備事業赤井谷配水管布設工事 7,749,000 円 ㈱住榮 上下水道課
越前町デジタル防災行政無線設備設置工事 211,050,000 円 北陸通信工業㈱　福井支店 総 務 課

平成22年度 工事等発注一覧 (250万円以上 ) 7月16日～ 8月15日

　

日
野
川
の
水
を
守
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
生
活
を
安
定
さ

せ
、文
化
を
育
み
、経
済
産
業
基
盤
を
安
定
さ
せ
ま
す
。

　

特
に
、日
野
川
上
流
に
桝
谷
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、農
地
の
干
ば
つ
防
止
、洪
水
防
止
、上
水
の
渇
水
防
止

や
工
業
用
水
の
安
定
供
給
な
ど
、安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
安
全
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

桝
谷
ダ
ム
建
設
で
伐
採
さ
れ
た
森
を
復
活
さ
せ
、日
野
川
の

水
資
源
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

今
年
も
次
の
日
程
で
、植
樹
と
桝
谷
ダ
ム
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
自
然
や
水
の
大
切
さ
を
身
近
に
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日	

10
月
16
日(

土)

内　
容	

桝
谷
ダ
ム
、八
乙
女
頭
首
工
等
の
見
学
お
よ
び
植
樹

	

植
樹
予
定
：
コ
ナ
ラ
、ク
ヌ
ギ
、サ
ク
ラ
等
の
落
葉
樹

募
集
人
員	

10
人

集
合
場
所	

越
前
町
役
場
正
面
玄
関
前

参
加
料	

無
料

申
込
方
法	

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

	

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

9
月
10
日
金
曜
日
ま
で
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

な
お
、予
定
人
員
を
超
え
た
場
合
は
お
断
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他	

昼
食
・
雨
具
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

	

植
樹
を
行
い
ま
す
の
で
、動
き
や
す
い
服
装
や
軍

手
な
ど
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ	

３
４ｰ

１
２
３
６

　

E-M
ail　

suidou@
tow
n.echizen.lg.jp

桝
谷
ダ
ム
見
学
会
と
植
樹
会
の
開
催

～
桝
谷
の
森
に
木
を
植
え
よ
う
～

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
の
実
施

　

日
本
下
水
道
協
会
福
井
県
支
部
で
は
、平
成
22
年
度
の

「
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
」を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

【
試　
験
】

　

と　
き　
11
月
11
日（
木
）　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

と
こ
ろ　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ　

地
下
大
会
議
室

　
　
　
　
　
（
福
井
市
田
原
１
丁
目
13ｰ

６
）

　

受
験
料　
５
、０
０
０
円

　
申
込
期
限　

９
月
14
日（
火
）か
ら
30
日（
木
）ま
で

　

申
込
先　
上
下
水
道
課

【
講
習
会
】（
試
験
前
に
希
望
者
を
対
象
と
す
る
受
験
講
習
会
）

　

と　
き　
10
月
７
日（
木
）　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

と
こ
ろ　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ　

地
下
大
会
議
室

　
　
　
　
　
（
福
井
市
田
原
１
丁
目
13ｰ

６
）

　

受
講
料　
２
、０
０
０
円

※
国
家
試
験（
建
設
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
管
工
事
施
工
管

理
に
関
す
る
１
級
の
技
術
検
定
）の
合
格
者
な
ど
に
対
す

る
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

　

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
！

　

準
備
か
ら
当
日
の
開
催
ま
で
、私
た
ち
と
一
緒
に
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

と　
き　
11
月
14
日（
日
）

対
象
者　
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
人

申
込
み
・
問
合
せ
先

越
前
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
国
際
交
流
室
内
）　

☎
３
４ｰ

８
７
１
３

　

今
、開
発
途
上
国
で
は
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、わ
た
し

た
ち
の
技
術
・
知
識
・
経
験
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
扉
を
た
た
い
て
み

ま
せ
ん
か
？

募
集
期
間

　

平
成
22
年
10
月
１
日（
金
）か
ら
11
月
８
日（
月
）ま
で

体
験
談
＆
説
明
会
日
程

●
青
年
海
外
協
力
隊
＆
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
（
20
か
ら
39
歳
対
象
）

　

10
月
2
日（
土
）　

午
後
2
時
か
ら

　
　

福
井
県
立
図
書
館　

文
書
館　

研
修
室

　

10
月
17
日（
日
）　

午
後
2
時
か
ら

　
　

福
井
県
国
際
交
流
会
館　

第
３
研
修
室

　

10
月
26
日（
火
）　

午
後
6
時
30
分
か
ら

　
　

福
井
県
国
際
交
流
会
館　

第
３
研
修
室

●
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
（
40
か
ら
69
歳
対
象
）

　

10
月
2
日（
土
）　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　

福
井
県
立
図
書
館　

文
書
館　

研
修
室

問
合
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

　

☎
０
７
６ｰ

２
３
３ｰ

５
９
３
１

　

E-M
ail		jicahric-koho@

jica.gp.jp

　

U
R
L		w

w
w
.jica.go.jp

　

外
国
の
人
に
日
本
語
を
指
導
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

　

日
本
語
を
教
え
る
な
ん
て
簡
単
？	

い
ざ
日
本
人
が
日
本

語
を
教
え
る
と
な
る
と
な
か
な
か
難
し
い
も
の
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
日
本
語
教
授
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

と　
き　
９
月
30
日（
木
）か
ら
全
６
回
を
予
定

　
　
　
　

午
後
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で

と
こ
ろ　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
費　
町
国
際
交
流
協
会
員
３
、０
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員
４
、０
０
０
円

　
　
　
　

別
途
教
材
費

募
集
人
数　

最
大
15
人（
最
小
開
講
人
数
５
人
）

募
集
締
切　

９
月
17
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
先

越
前
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
国
際
交
流
室
内
）　

☎
３
４ｰ

８
７
１
３

越
前
町
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
タ
ッ
フ
募
集
♪

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
22
年
度
秋
募
集

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア養成

講
座
開
設

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者
講
習
会

　

越
前
町
全
域
に
お
い
て
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
や

家
屋
進
入
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、4
月
～
7
月
末

ま
で
に
約
40
頭
が
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
特
定
外
来
生
物
に
な
っ
て
お
り
、他
の
有

害
鳥
獣
と
違
っ
て
、定
め
ら
れ
た
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と

で
捕
獲
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
、ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
が
収
束
に
向
か
う
よ
う
、積

極
的
か
つ
安
全
な
捕
獲
に
取
り
組
め
る
よ
う
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

と　
き　
平
成
22
年
10
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　
越
前
町
役
場　

別
館
2
階
ホ
ー
ル

申
込
期
限　

９
月
24
日（
金
）

定　
員　
70
人

申
込
み
・
問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

蜩
ひぐらし

の声も円
まど

かに昼の月　　　　　　　木村　松子
朝顔の汚れなき色咲き上る　　　　　山内　節子

綢
あじ

戸
ち

を通る夜風のひんやりと　　　　山内　照子
ショッピング試着ためらふ汗の身で　山内　昭子



私
、
え
っ
ち
ゃ
ん
！(

５
歳)

越
前
町
生
ま
れ
の
い
い
子(

ｅ
〜
子)

よ
ろ
し
く
ね
ッ 

♪

私
の
生
ま
れ
た
越
前
町
っ
て
、

ど
ん
な
町
だ
ろ
う
？

よ
し
！
探
検
だ
！

あ
っ
！
海
だ
ぁ
！

こ
こ
が
越
前
海
岸
か
ぁ

き
れ
い
な
海
だ
な
☆

大
人
に
な
っ
た
ら

ス
テ
キ
な
彼
と･･･

き
ゃ
っ
！

カ
ニ
さ
ん
に
つ
ね
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
。

夢
か
ぁ
〜

新連載 !『ｅ～子』な越っちゃん

①③

②④
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空
き
家
を
有
効
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
!?

　
「
実
家
に
誰
も
住
ま
な
く
な
っ
た
」「
転
勤
で
自
宅
が
数
年
間
だ

け
空
い
て
し
ま
う
」そ
ん
な
空
き
家
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

福
井
県
不
動
産
の
れ
ん
会
で
は
県
の
優
良
空
き
家
利
活
用
推

進
事
業
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
よ
う
な
空
き
家
に
関
す
る
悩
み
・

相
談
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

空
き
家
活
用
者
の
事
例
と
し
て
、「
空
き
家
に
移
り
住
ん
で
福

井
で
農
業
を
始
め
た
人
」「
伝
統
工
芸
を
仕
事
と
し
た
人
」「
転
勤

中
の
期
間
だ
け
通
勤
に
便
利
な
街
中
に
住
ん
で
い
る
人
」な
ど
が

い
ま
す
。

　

ま
た
希
望
が
あ
れ
ば
町
で
開
設
し
て
い
る「
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
」へ
の
登
録
に
よ
り
、県
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し

情
報
の
発
信
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家庭菜園を営む人に

　生まれ育った実家でしたが、首都圏で仕事をして
いるため、空き家になっていました。
　思い出のある家は手放す気になれませんが、管理
のために訪れるのも困難です。
　週末に家庭菜園をしながら平日は街中で働くとい
う「二地域居住」を希望される人に貸しています。

～相談無料～
物件を拝見いたしますので

お気軽にお問い合わせください。

福井県の優良空き家利用活用推進事業を行っております

〒910ｰ0854　福井県福井市御幸４丁目12ｰ15
☎0776（21）5151　空き家発掘人 http://www.norenkai.or.jp/akiya/

●
募
集
内
容

　

町
内
の
、あ
な
た
が
大
切
に
想
う
景
観
、自
慢
し
た
く
な

る
景
観
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

町
を
代
表
す
る
よ
う
な
景
観
や
歴
史
あ
る
史
跡
な
ど
だ

け
で
な
く
、身
近
に
あ
る
様
々
な
景
観
、お
祭
り
や
伝
統
行

事
の
様
子
な
ど
、無
形
の
風
景
も
対
象
と
な
り
ま
す
。　

※
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、写
真
そ
の
も
の
に
優
劣
を
つ
け
る
も

　

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

身
近
で
生
活
に
密
着
し
た
日
常
の
風
景
に
目
を

向
け
、町
内
外
の
皆
さ
ん
に
す
ば
ら
し
い
町
の
景

観
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、そ
こ
か
ら

町
の
景
観
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
、そ
れ
ら
の
景

観
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、「
伝
え
た
い
残
し
た
い	

わ
た
し

た
ち
の
風
景
」を
募
集
し
ま
す
。

例
え
ば
、こ
ん
な
景
観
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

①
建
造
物
・
ま
ち
な
み
・
公
園

　

②
田
園
・
里
地
・
里
山

　

③
工
業
団
地
や
工
場
な
ど
の
産
業
風
景

　

④
山
並
み
・
海
岸
・
河
川
・
水
辺

　

⑤
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
芸
能
・
伝
統
行
事

　

⑥
地
域
住
民
の
花
植
え
活
動
や

　
　

板
張
り
に
よ
る
建
物
の
修
景
な
ど
の
景
観
保
全
活
動
な
ど

詳
し
い
応
募
要
項
・
応
募
用
紙
は
、越
前
町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

越
前
町
役
場
及
び
宮
崎
、越
前
、織
田
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

町
内
の
、

 

あ
な
た
が
大
切
に
想
う
景
観
、

 

自
慢
し
た
く
な
る
景
観

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
伝
え
た
い
残
し
た
い 

わ
た
し
た
ち
の
風
景
」募
集
！

●
写
真
の
規
定

・
写
真
の
サ
イ
ズ
は
規
定
し
ま
せ
ん
。

・
写
真
は
応
募
者
・
推
薦
者
自
身
が
撮
影
し
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

・
合
成
や
消
去
な
ど
、通
常
は
ラ
ボ
で
行
わ
れ
な
い
種
類
の

レ
タ
ッ
チ
を
し
た
プ
リ
ン
ト
や
、現
実
の
景
観
と
か
け
離

れ
た
色
調
補
正
・
レ
ベ
ル
補
正
な
ど
が
行
わ
れ
た
プ
リ
ン

ト
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

・
撮
影
時
期
に
つ
い
て
は
問
い
ま
せ
ん
が
、そ
の
景
観
が

す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、応
募
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

・
額
な
ど
に
い
れ
て
の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
写
真
の
公
表
に
つ
い
て
は
、応
募
者
・
推
薦
者
の
責
任
に

お
い
て
モ
デ
ル
、撮
影
対
象
関
係
者
の
承
諾
を
必
ず
得
て

く
だ
さ
い
。
公
表
の
承
諾
や
内
容
に
関
す
る
問
題
に
は
、

越
前
町
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

・
応
募
書
類
の
権
利
は
越
前
町
に
帰
属
す
る
こ
と
と
し
、提

出
し
て
い
た
だ
い
た
写
真（
デ
ー
タ
）は
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、良
好
な
写
真
の

場
合
は
、デ
ー
タ
の
提
供
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す（
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、越
前
町
景
観
計
画
な

ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

・
応
募
に
関
す
る
製
作
費
、輸
送
費
、記
憶
媒
体
な
ど
の
費

用
は
、応
募
者
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

●
粗
品

　

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
に
粗
品（
図
書
カ
ー
ド

二
千
円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
先
・
問
合
せ
先

住
宅
政
策
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
７

越
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow

n.echizen.fukui.jp/

●
募
集
期
間

　

平
成
22
年
９
月
１
日（
水
）か
ら
９
月
30
日（
木
）ま
で

●
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、写
真（
ま
た
は
写
真

デ
ー
タ
）と
共
に
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
持
参
さ
れ
る
場
合
は
、

役
場
お
よ
び
宮
崎
、越
前
、織
田
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

彼
あ

方
ち

此
こ

所
ち

と瓜跡残し梅雨上る　　　　嵐　喜美枝
梅を干す紅き指先陽にかざす　　　　酒井スマ子連日の猛暑立秋そっちのけ　　　　　西元　青石
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今
年
度
、春
の
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
と
秋
の
日
展
で
審

査
員
に
選
ば
れ
た
越
前
町
在
住
の
陶
芸
家
、司
辻
光
男
さ
ん

の
作
品
展
覧
会
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
９
月
18
日（
土
）か
ら
10
月
17
日（
日
）ま
で

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
雨
田
光
平
記
念
館　

第
２
展
示
室

観
覧
料　
１
０
０
円（
中
学
生
以
下
・
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

休
館
日　
9
月
21
日
、24
日
、27
日
、10
月
4
日
、12
日

★
開
催
中
の
イ
ベ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
司
辻
さ
ん
が
会
場
で
作
品
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
）

と　
き　
10
月
２
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

※
申
込
不
要

※
参
加
に
は
、観
覧
券
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６ｰ

２
６
６
６

　

今
秋
、織
田
文
化
歴
史
館
で
は
企
画
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

展
覧
会
で
は
、氣
比
神
宮
と
劔
神
社
を
取
り
上
げ
、神
仏
習
合

や
経
塚
信
仰
を
題
材
に
、越
前
に
お
け
る
神
仏
交
渉
史
の
特
質

に
つ
い
て
さ
ぐ
り
ま
す
。
ま
た
、会
期
中
に
記
念
講
演
会
も
開

催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
企
画
展
覧
会
】

　
と　
き	

９
月
４
日（
土
）か
ら
10
月
11
日（
月
）ま
で

	
	

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　
　
　
　
　
（
９
月
４
日
は
午
後
８
時
ま
で
開
館
、た
だ
し

入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で
）

　
と
こ
ろ	

織
田
文
化
歴
史
館　

第
１
展
示
室

　
観
覧
料	
一
般
３
０
０
円

	
	

（
20
人
以
上
の
団
体
は
２
割
引
き
）

	
	

中
学
生
以
下
、70
歳
以
上
の
人
は
無
料

　
休
館
日	

9
月
6
日
、13
日
、21
日
、24
日
、27
日
、

　
　
　
　
　

10
月
4
日

【
記
念
講
演
会
】

　
と　
き	

９
月
19
日（
日
）

	
	

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
と
こ
ろ	

織
田
文
化
歴
史
館　

文
化
交
流
ホ
ー
ル

　
演　
題	

「
劔
御
子
寺
は
日
本
最
古
の
神
宮
寺
か
」

　
講　
師	

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

	
	

元
館
長　

青
木
豊
昭	

氏

　
※
参
加
料
・
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
た
だ
し
、展
示
室

の
観
覧
に
は
別
途
入
館
料
が
必
要
。

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６
―
２
２
８
８

雨
田
光
平
記
念
館
企
画
展 

か
た
ち
づ
く
る
人
々

司
辻
光
男
作
陶
展

織
田
文
化
歴
史
館　
企
画
展
覧
会

「
神
仏
習
合
の
源
流
を
さ
ぐ
る 

ー
氣
比
神
宮
と
劔
神
社
―
」
の
開
催
案
内

お互いに背広脱ぐまで背い比べ　　　　　河合　敏子
家内安全でんと構えた山の神　　　　　　山田千栄子

神だのみもう効きません受験票　　　　　　松村　典子
躓いた石に怒っている短気　　　　　　　　武藤　久子

◀木造十一面女神坐像
　（八坂神社）

第
5
回 

え
ち
ぜ
ん 

マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

と　
き　
10
月
3
日（
日
）

と
こ
ろ　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー	

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　
大　

人

　
　
　
　

前
売	

１
、５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日	

２
、０
０
０
円
）

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

　
　
　
　

前
売	

８
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日	

１
、０
０
０
円
）

開　
場　
午
後
０
時
30
分

開　
演　
午
後
１
時

　
　
　
　
（
町
内
愛
好
家
に
よ
る
演
奏
）

　
　
　
　
午
後
２
時（
メ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
）

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
各
分
館
含
む
）

い
と
家（
料
理
）／
小
西
亭
／
新
月
亭
／

マ
ル
サ
ン
し
ょ
う
ゆ
店
／

ま
る
み
や
化
粧
品
店

問
合
せ
先

え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
楽
友
会

☎
０
９
０ｰ

２
８
３
０ｰ

０
１
０
１
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　町では健康づくりの一環と
して、高齢者の皆さんを対象
に「越前つるかめ体操」教室を
開催しています。また、ふれ
あいサロンなどの集まりでも、介護予防サポーターの皆さ
んに「越前つるかめ体操」を実践していただいています。
　平成22年７月末現在、介護予防サポーターさんによる
体操教室は既に26か所も誕生しています。
　「越前つるかめ体操」は、座ったままで実施できるスト
レッチ体操で30分もあれば十分できる簡単な体操です。
　身近な公民館でも、介護予防サポーターさんが頑張って
「越前つるかめ体操」教室を実施している地区があります。
あなたも、お近くの体操教室を一度のぞいてみませんか？
みなさんの参加を心からお待ちしています。（実施してい
る地区については、下記までお問い合わせください。）
　地域包括支援センターでは、地区公民館での高齢者向け
教室などの企画・運営に関するご相談や介護予防サポー
ターのご紹介にも応じております。ぜひ、ご相談ください。

若い世代で早期がん発見

　21年度は、612人の人が子宮頸がん検診を受
診しました。
　20年度に比べ、20代の受診数が18倍、30代
は2.8倍と20代30代の受診数が増加しました。
その結果、若い世代の早期がんが発見されまし
た。進行すると子宮摘出など妊娠が望めなかっ
たり、もちろん生命にかかわることもあります。
ぜひ、この機会に検診を受けましょう。町では集
団検診、医療機関で受ける個別検診を実施して
います。受診希望の人は、ぜひ下記にご予約くだ
さい。

20年度（人） 21年度（人）

20代 3 54

30代 39 111

40代 93 102

50代 146 139

60代以上 275 206

合　計 556 612

  受診数

　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、
　　町の健診を希望する人（必ず事前に申込をしてください。）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず事前に申込をしてください。）

＊健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。
　健診当日は健康保険証を必ずご持参ください。

上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へ問合せください。

＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行います。
　大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間であれば、すべての会場で回収しています。

健康増進室  ☎36−1375　保健衛生課  ☎34−8710申込み・問合せ先

地域包括支援センター　☎36−1067問合せ先健康増進室　☎36−1375申込み・問合せ先

実 施 日 会　　　場 ＊健康診査
肺がん・結核検診 胃がん検診 子宮がん

乳がん検診

９月２２日㈬ 山中児童館 9:00～10:00 8:30～ 9:30

９月２６日㈰ 越前町役場 9:00～10:00

１０月１５日㈮ 越前町生涯学習
センター糸生分館 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

成人の健康診査

新保つるかめの体操教室

「越前つるかめ体操」
みんなで頑張ってまーす！

子宮頸がん検診をうけましょう

いきいき健康フェア
健康公開講座

９月２６日㈰
午前１０時～午後４時

ところ 越前町生涯
学習センター（内郡）

３歳～小学校３年生

無　料

定員１００名

先着8０名

お子さんの写真を飾ってみませんか？

参加料

５００円検査料金

対象者

平成19年４月以降に生まれた人

血管の硬さやつまり具合をみる検査です。
心電図と同じような方法で実施します。

痛みはありません。

対象者

Ａ　　歯みがきした後に
歯の質を強くする液

（フッ素）を５分間機械

で吸収させるんだよ。

ほかにも健康体験コーナーやバルーンアートなどがありますので、ご家族そろっておいで
ください。

Ｑ　フッ素塗布って
どうやってするの？

● 台紙を配布します。 ● ９月１７日㈮までに役場・各地区コミュニテイ
　 センターへご提出ください。

申込み・問合せ先 健康増進室 ☎３６ー１３7５　保健衛生課 ☎３４ー８７１０

?
と き

定
フッ素塗布
予約受付中

まれた人

キッズ
写真展

動脈硬化検査予約受付中

神様に元気をもらうありがとう　　　　　山内　千代
初孫に短気のじいも目を細め　　　　　　山谷　ゆり

脱ぎすてた形までもが父子だな　　　　　　司辻　文子
脱ぎ方や着方教える母の愛　　　　　　　　向当みつ子
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9月の越前町関連の番組放送時間表
地域ふれあいチャンネル（2CH）（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　☎21－3277

Q：10月1日よりたばこ税が引上げられると聞きましたが、町たばこ税とはどのような税金
ですか？

A：町たばこ税は、たばこの製造業者、卸売販売業者などが小売販売業者に売り渡したときにかか
る税金です。町たばこ税の納税義務者は、卸売販売業者などです。ただし、たばこの価格には
町たばこ税が含まれているので、実際に町たばこ税を負担するのは、たばこの購入者です。

	 平成22年10月1日より国・都道府県・市町村たばこ税の税率が下記のとおり引き上げられ
ます。

町たばこ税は、たばこ販売業者などが町内の小売業者に対し、売り渡した本数により課税
されます。

　健康のため、たばこの吸いすぎには注意が必要ですが、町たばこ税は、たばこを販売する
小売販売業者が所在する町の税収となり、越前町においても皆さんの暮らしに役立てられ
ています。
購入される際は、ぜひ町内でお求めください。

問合せ先　税務課　☎34 ｰ 8709

町たばこ税 = × 税　率売り渡しなどをした製造たばこの本数

○製造たばこ（旧3級品を除く）

区　分 税　　目 税率（1,000本当たり：円） 1本当たり
引上げ額：円改正前 改正後 引上げ額

地方税 町たばこ税 3,298 4,618 1,320 1.32
県たばこ税 1,074 1,504 430 0.43

国　税 たばこ税 3,552 5,302 1,750 1.75
たばこ税特別税 820 820 0 0

合　　　　計 8,744 12,244 3,500 3.5

○旧3級品のたばこ

区　分 税　　目 税率（1,000本当たり：円） 1本当たり
引上げ額：円改正前 改正後 引上げ額

地方税 町たばこ税 1,564 2,190 626 0.626
県たばこ税 511 716 205 0.205

国　税 たばこ税 1,686 2,517 831 0.831
たばこ税特別税 389 389 0 0

合　　　　計 4,150 5,812 1,662 1.662
※旧3級品のたばこ…わかば、エコー、しんせい、ゴールデンバット、ウルマ、バイオレットの6銘柄

鮎つりは短気者程よく吊れる　　　　　　上坂　末男
神木も重たい程の願い札　　　　　　　　木下百合子

神様に返す命を慈しむ　　　　　　　　　　原　　榮子
胸の底脱がせて見たい嘘ほんと　　　　　　関谷美和子

消費せいかつ

情 報 便
その6

消費者行政相談のまど

　消防署や消費者庁などの公的機関や有名企業の職員、あるいはそれらの関係者のふりをして訪問
し、「義務になりました」「法律が変わりました」「今後は使えなくなります」といった言葉で惑わせ、商
品やサービスを販売する商法です。

　消防署の職員を装った人が「住宅用火災警報器の設置が義務づけられ、つけていないと罰金をとら
れる」と言って自宅に来訪。罰金と聞いて慌て、高額な火災警報器を購入させられた。

訪問販売業者が自宅にやってきて「総務省から派遣されてやって来た。地上アナログ放送が
10年間延長できる工事を3,000円でする」と勧誘された。
地デジ関係者ですと名乗る者が訪問し、「地デジの工事は9万円かかるが今なら5万円ででき
る。領収書は後から持ってくる」と言われ、現金で前払いした。しかし、その後、領収書の発行も
なく、工事に関する連絡もない。

※	行政機関、放送事業者が地デジ対応の工事を理由に、現金を要求することは一切ありません。

総務省地デジコールセンター　0570－07－0101
　　　　　　〃　　　　　　　03－4334－1111

（IP電話など上記電話でつながらない場合）

　「消費者庁から詐欺の被害救済を委託されている」と連絡があり、「ある会社の社債を購入すれば、詐
欺で失ったお金を取り戻す支援をする」と言われ…。

かたり商法とは？

火災警報器をつけてないと罰金をとられると言われ…

訪問業者に地上デジタル放送関係の工事を勧められ…

詐欺の被害救済のため、と社債の購入を勧められた・・

かたり商法

◎身分証の提示を求める
突然の訪問者には警戒し、身分証の提示を求めましょう。消防署などの公的機関の名前を出されても、信
用してはいけません。

◎服装を信用しない
公的機関の制服（のように見える）を着ているからと安心して、すぐに家に入れないようにしましょう。

◎「義務」や「法律」の言葉に要注意
「義務づけられた」「法律が変わって…」といった、業者などの言葉をうのみにせず、自分でも直接、関係機
関に連絡するなどして調べる習慣をつけましょう。

手口１

手口３
例1

例2

手口２

かたり商法から身を守るために

パート4

消費者生活の
ご相談は…

総務課	消費生活相談窓口		☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

地上デジタル放送に
関する問合せ

◎Ｊｒ［ジュニア］
合言葉は「チームワーク」
四ヶ浦少女バレーボールクラブ
 9：30～ 9：45 （9/1～ 7）
 14：30～ 14：45 （9/1～ 7）
 20：30～ 20：45 （9/1～ 7）

◎ Jr 企画クイズランド
　　in 朝日小（前編）

 9：30～ 9：45 （9/22～ 28）
 14：30～ 14：45 （9/22～ 28）

 20：30～ 20：45 （9/22～ 28）

◎ Jr 企画クイズランド
　　in 朝日小（後編）

 9：30～ 9：45 （9/29～ 10/5）
 14：30～ 14：45 （9/29～ 10/5）
 20：30～ 20：45 （9/29～ 10/5）

◎辻・裏々
越前町市編
 10：15～ 10：30 （9/4～ 10）

 15：15～ 15：30 （9/4～ 10）
 21：15～ 21：30 （9/4～ 10）
越前町横山編
 10：15～ 10：30 （9/25～ 10/1）
 15：15～ 15：30 （9/25～ 10/1）
 21：15～ 21：30 （9/25～ 10/1）

◎丹南歴史探訪
　越前町織田文化歴史館
　神仏習合の源流をさぐる
　−氣比神宮と劔神社−
 10：30～ 11：00 （9/18～ 24）
 15：30～ 16：00 （9/18～ 24）
 21：30～ 22：00 （9/18～ 24）
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新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
8
月
19
日
現
在
）

（
敬
称
略
、
8
月
19
日
現
在
）

広報えちぜん 26広報えちぜん27 26

休
日
当
番
医

人口と世帯
（8月1日現在）

人　口 24,142人

　男 11,659人
　女 12,483人
世帯数 7,296戸

（前月より12人減）

９
月
12
日（
日
） 

藤
田
医
院 

☎
３
４ｰ

０
０
４
４

９
月
19
日（
日
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

９
月
20
日（
月・祝
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

９
月
23
日（
木・祝
） 

両
林
医
院 

☎
３
７ｰ

０
０
０
５

９
月
26
日（
日
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

10
月
３
日（
日
） 

整
形
外
科
大
城
医
院 

☎
３
２ｰ

３
５
０
０

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。	

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

織
田
文
化
歴
史
館
企
画
展
覧
会
の
み
ど
こ
ろ（
1
）

　

今
秋
、
織
田
文
化
歴
史
館
で
は
企
画
展
覧
会
「
神
仏
習
合
の

源
流
を
さ
ぐ
る
―
氣
比
神
宮
と
劔
神
社
―
」
を
開
催
し
、
越
前

一
宮
・
氣
比
神
宮
と
二
宮
・
劔
神
社
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し

ま
す
。
両
社
は
国
内
最
古
級
の
神
宮
寺
が
存
在
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
、
神
仏
習
合
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
え
ち
ぜ
ん
年
代
記
で
は
、
企
画
展
覧
会
の
見

ど
こ
ろ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

神
仏
習
合
と
は

　

神
仏
習
合
は
、
古
代
日
本
で
始
ま
っ
た
新
し
い
仏
教
思
想
で

す
。
そ
れ
ま
で
、日
本
で
は
、朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
た
仏
（
仏

教
）
を
「
外
国
の
神
」
と
し
て
と
ら
え
、
日
本
に
古
く
か
ら
存

在
す
る
神
々
（
神じ
ん

祇ぎ

信
仰
）
と
同
じ
よ
う
な
存
在
と
し
て
祀
っ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
奈
良
時
代
ご
ろ
、
仏
の
方
が
神
々
よ
り
優
れ
、
仏

の
力
を
借
り
て
こ
そ
、
神
々
は
人
々
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と

信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
神
社
の
境
内
に
寺

院
が
造
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、神
宮
寺
の
成
立
で
す
。

結
果
、
神
々
と
仏
の
距
離
は
縮
ま
り
、
神
々
が
仏
に
取
り
込
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
現
象
を
、
神
仏
習
合
と
よ
び
ま
す
。

木も
く
ぞ
う
じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
に
ょ
し
ん
ざ
ぞ
う

造
十
一
面
女
神
坐
像

　

企
画
展
覧
会
で
は
、
八
坂
神
社
所
蔵
の
木
造
十
一
面
女
神
坐

像
を
展
示
し
ま
す
。
本
像
は
鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
、
頭
部
に

十
一
面
観
音
、
体
部
に
女
神
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ

の
彫
刻
に
仏
像
と
神
像
の
要
素
が
混
じ
っ
て
お
り
、
非
常
に
珍

し
い
坐
像
で
す
。

　

白
山
信
仰
に
よ
る
と
、
白
山
の
神
は
白は
く
さ
ん
み
ょ
う
り
だ
ん
ご
ん
げ
ん

山
妙
理
大
権
現
と
さ

れ
、
十
一
面
観
音
が
変
化
し
た
姿
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

木
造
十
一
面
女
神
坐
像
は
、
ま
さ
に
白
山
妙
理
大
権
現
を
表
現

し
た
も
の
で
、
神
と
仏
が
融
合
す
る
神
仏
習
合
の
様
子
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｢おはなし隊｣が来館

子ども図書館まつり

　絵本の読み聞かせや紙芝居を披露する「全国訪問
おはなし隊」が8月19日から21日、宮崎分館、織田分館
及び町立図書館にそれぞれやってきました。読書に
親しんでもらおうと講談社が11年前から行っている
もので、約550冊の絵本や児童書を載せた「キャラバン
カー」が到着。
　宮崎分館では、約40人の園児、児童が参加し、隊員や
ボランティアが絵本を読み始めると身を乗り出して聞
き入る園児もたくさんいました。

▲

人
形
劇

▲

シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び

絵本の

▲

読み聞かせを　
する隊員

　
▲キャラバンカー
　2号車

　町立図書館では、21日の午後から「子ども
図書館まつり」を開催しました。
　ボランティアグループによる「人形劇」の鑑
賞、「巨大シャボン玉に入ろうあそび」にチャ
レンジ後、館内での「宝さがしゲーム」にも挑
戦し、参加してくれた多くの子ども達は、楽し
い一日を過ごしました。

西
田
中
　
小
林
　
梨り

ん

花か	

（
清
人
、
女
）

朝
　
日
　
山
下
　
凛り

音の	

（
賢
悟
、
女
）

岩
　
開
　
伊
藤
　
　
平

た
い
ら	

（
賢
治
、
男
）

佐
々
生
　
宮
川
　
七な

な

翠み	

（
宏
之
、
女
）

気
比
庄
　
南
田
　
晃こ

う

佑す
け	

（
昌
宏
、
男
）

気
比
庄
　
月
田
　
圭け

い

亮す
け	

（
英
志
、
男
）

小
曽
原
　
山
内
ひ
ま
り	

（
浩
之
、
女
）

小
曽
原
　
木
原
誠せ

い

史し

郎ろ
う	

（
文
一
、
男
）

江
　
波
　
桑
野
　
夏な

緒お	

（
篤
、
女
）

広
　
野
　
岩
原
　
圭け

い

佑す
け	

（
克
美
、
男
）

樫
　
津
　
近
藤
　
結ゆ

い

菜な	

（
友
則
、
女
）

梅
　
浦
　
佐
武
　
空く

う

河が	

（
正
美
、
男
）

小
　
樟
　
池
野
　
結ゆ

萌め	

（
幹
太
、
女
）

大
　
樟
　
親
﨑
　
大ひ

ろ
翔と	

（
雄
大
、
男
）

道
　
口
　
畑
　
孔こ

う

太た

郎ろ
う	

（
秀
彦
、
男
）

道
　
口
　
田
川
　
　
明

さ
や
か	

（
奨
、
女
）

　
北
　
　
北
嶋
　
晃こ

う

拓た	

（
貴
宏
、
男
）

西
田
中
　
長
谷
ま
み
子	

（
59
歳
）

西
田
中
　
伊
藤
　
豊
子	

（
85
歳
）

東
内
郡
　
高
山
ト
シ
子	

（
88
歳
）

朝
　
日
　
吉
田
　
幸
男	

（
79
歳
）

気
比
庄
　
納
谷
喜
美
子	

（
86
歳
）

気
比
庄
　
青
山
彌
兵
衞	

（
86
歳
）

乙
　
坂
　
小
川
　
哲
夫	

（
76
歳
）

頭
　
谷
　
古
川
フ
サ
ノ	

（
101
歳
）

上
糸
生
　
前
田
又
右
衞
門	

（
83
歳
）

小
曽
原
　
古
川
　
春
子	

（
89
歳
）

梅
　
浦
　
米
谷
　
愛
子	

（
76
歳
）

小
　
樟
　
中
川
ち
よ
の	

（
95
歳
）

小
　
樟
　
寺
下
　
　
忠	

（
87
歳
）

　
厨
　
　
岩
城
　
和
夫	

（
83
歳
）

米
　
ノ
　
増
谷
ト
シ
オ	

（
84
歳
）

　
北
　
　
杉
浦
　
吉
雄	

（
78
歳
）

杉
の
花
　
島
野
な
つ
ゑ	

（
91
歳
）

　
堤
　
　
小
柳
　
一
三	

（
94
歳
）

平
　
等
　
左
近
つ
た
の	

（
80
歳
）

三
　
崎
　
佐
々
木
タ
カ
ヲ	

（
78
歳
）

四
ツ
杉
　
向
　
　
　
登	

（
88
歳
）

細
　
野
　
上
坂
　
秩
子	

（
79
歳
）

笹
　
川
　
渡
辺
あ
き
の	

（
93
歳
）

　

８
月
21
日
に
開
か
れ
た
O
･
T
A
･
I
･
K
O

響
の
様
子
で
す
。

　

町
内
外
ま
た
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人

が
来
場
し
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
四
季
に
は
色
々
な
節
気
が
あ
り
ま

す
。

　

暦
で
は
立
秋
を
過
ぎ
て
少
し
秋
ら
し
く
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
は
特
に

残
暑
が
厳
し
く
、地
域
に
よ
っ
て
は
体
温
よ

り
も
高
い
温
度
に
な
っ
た
地
方
も
あ
り
、相

当
な
猛
暑
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
は
連
日
の
よ
う
に
熱
中
症
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。

　

長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、こ
れ
か
ら

秋
本
番
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。
個
人
的
に
は

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
が
子
ど
も
達
は
夏
休
み

気
分
を
捨
て
て
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



えちぜんカレンダー 9月16日～10月15日

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H16.4.2～H17.4.1
（第４期）H4.4.2～H5.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

9月  9日（木）
9月10日（金）
9月15日（水）
9月15日（水）
9月15日（水）
9月22日（水）
9月24日（金）
9月24日（金）
毎 日
毎 日
毎日午前中
毎週木曜日
毎日午前中
毎日午前中

朝 日 西 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
小 曽 原 保 育 所
あ さ が お 保 育 園
朝 日 中 央 保 育 所
宮 崎 中 央 保 育 所
陶 の 谷 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
織 田 保 育 所
た い ら 保 育 園
は ぎ の 保 育 園

34－5602
34－1762
32－2039
34－1110
34－0081
32－2067
32－3014
34－1614
39－1801
37－1354
37－0305
36－0160
36－0251
36－0396

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

※時間・内容などについては各保育所（園）にお問合せください。
※参加する児童は保険に加入しないため、安全管理は保護者の責任でお願いします。

国民健康保険税  第３期
納期限 9月30日（木）納税のお知らせ

消費者生活ホットライン ☎0570ｰ064ｰ370

再就職者のための生活就労相談

越前町役場別館

場　　　　所

9月15日（水）

実施日

13：30～16：00

時　　間

問合せ先  福井県求職者支援センター　☎０７７６－３０－０４５１

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所
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１６日（木）
精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

ポリオ生ワクチン投与 １3：3０～１４：３０ 朝日保健センター（朝寿殿）
17日（金） 2歳6か月児歯科健診 13：3０～１4：3０ 織田保健福祉センター

２１日（火）
心配ごと相談 １３：００～１６：００

越前町社会福祉センター（西田中）
越前地域福祉センター（梅浦）

無料法律相談 １３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）

２２日（水）

子育てサロン
＊子育てサロンの問合せ先　越前町社会福祉協議会　☎34-2388 ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710
＊障害者福祉に関する相談もお受けします

１３：３０～１４：３０ 宮崎保健センター（江波）

２４日（金）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

２7日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

２９日（水） 子育てサロン
９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１０：００～１１：３０ 宮崎保健センター（江波）

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所
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１日（金）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
ポリオ生ワクチン投与 13：3０～１4：3０ 織田保健福祉センター

４日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

５日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００
越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）

６日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

7日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

８日（金）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

１３日（水）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
悠々いきいきサロン（男性）
＊内容：寝たきり予防ゴロゴロ体操（参加費600円） ９：３０～１１：３０ 宮崎保健センター（江波）

１4日（木） 1歳６か月児健診 １3：3０～１４：３０ 朝日保健センター（朝寿殿）
１５日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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